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ClearQuestレコードレコードレコードレコードののののインポートインポートインポートインポートについてについてについてについて

このモジュールでは、IBM Rational ClearQuestにレコードをインポートする方法について説明し
ます。
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モジュールモジュールモジュールモジュールのののの内容内容内容内容

� モジュールモジュールモジュールモジュールのののの内容内容内容内容::::

�インポートの順序

�元のIDの保存

�添付､履歴レコードのインポート

�親・子 関係レコードのインポート

�Defect レコードのインポート

�重複（duplicates）レコードのインポート

� このこのこのこのモジュールモジュールモジュールモジュールでででで習得習得習得習得できることできることできることできること::::

�どのレコードをインポートすればよいかの手順が理解できる

�元のレコードＩＤの保存が必要な理由を理解できる

�基本レコードと関連レコードをインポートする方法が理解できる

IBM Rational ClearQuest では、 他のClearQuestデータベース､または他のデータ元からデー
タをインポートするためのツールを提供しています。

このモジュールでは、スキーマデザインに関する知識が既にあること､ ClearQuest 7.0 以降の
バージョンを使用することを前提として説明します。

また､ ClearQuestデータベースからエクスポートしたファイルか、同様の形式で作成されたイン
ポートファイルが既に用意されていることを前提とします。インポートファイルの形式に関しては､
オンラインへルプの ”Rational ClearQuestインポートファイルの作成” を参照ください。

他のClearQuestデータベースからデータをインポートする場合には、エクスポートの際に､
「ClearQuest インポート形式」指定すると､正しい形式でファイルが作成されます｡ ClearQuest
データベース以外からデータをインポートする場合には、ファイルを正しい形式に変更する必要
があるかもしれません。

このモジュールでは、”インポートの順序”, “元のＩＤの保存”, “添付または履歴レコードのインポー
ト” , “親子関係を持つレコードのインポート” , “Defect レコードのインポート” , “重複レコードのイ
ンポート” などのClearQuest レコードのインポート方法について説明します。
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� 一番低一番低一番低一番低いいいいレベルレベルレベルレベルでででで参照参照参照参照されているされているされているされているレコードレコードレコードレコードをををを最初最初最初最初ににににインポートインポートインポートインポート
�レコードタイプ１ がレコードタイプ２ を参照し、レコードタイプ２ が

レコードタイプ３ を参照している場合、インポートの順は：

� レコードタイプ3

� レコードタイプ2

� レコードタイプ1

� 他他他他ののののスキーマリポジトリスキーマリポジトリスキーマリポジトリスキーマリポジトリにににに属属属属するするするするデータベースデータベースデータベースデータベースににににレコードレコードレコードレコードををををイイイイ
ンポートンポートンポートンポートするするするする場合場合場合場合、、、、ユーザーユーザーユーザーユーザー情報情報情報情報をををを最初最初最初最初ににににインポートインポートインポートインポート
�レコードをインポートする前に、ユーザー管理のエクスポート機能を使
用して (ユーティリティ ＞ エクスポート)ユーザーをエクスポート

�ユーザー情報のインポートはClearQuestユーザー管理でのみ可能

インポートインポートインポートインポート順順順順

ClearQuest にレコードをインポートする際には、該当のスキーマを熟知していることが重要です。
インポートしようとしているレコードタイプから始めて、”reference”や “reference_list” フィー
ルドで参照されているレコードタイプのリストを作成します。

”状態あり “レコードタイプが参照されている場合については､このモジュールの後の方で説明し
ます。

また、選択リストフックで選択リストが他のレコードタイプから作成されていないかを確認し、あれ
ば参照されているレコードタイプのリストに追加します。さらに、参照されているレコードタイプ
から参照している他のレコードタイプがあれば、それもリストに追加します。

作成されたリストの一番下のレベルから順にインポートします。この例のように、もしレコードタイ
プ１がレコードタイプ２を参照し､レコードタイプ２がレコードタイプ３を参照している場合、イン
ポートの順番は最初にレコードタイプ３、そしてレコードタイプ２、最後にレコードタイプ１となり
ます。

また、他のスキーマリポジトリに属するデータベースにレコードをインポートする場合で、インポー
トするレコードが Users を参照している場合には、最初にユーザー情報をインポートする必
要があります。レコードをインポートする前に必ず、ユーザー管理のエクスポート
機能 (ユーティリティ ＞ エクスポート)を使用して、ユーザーをエクスポートしま
す。

ユーザー情報のインポートには、ClearQuestユーザー管理を使用します。
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元元元元ののののＩＤＩＤＩＤＩＤのののの保存保存保存保存

� インポートインポートインポートインポートをををを計画計画計画計画しているしているしているしているレコードレコードレコードレコードがががが以下以下以下以下にににに関連関連関連関連するするするするレコードレコードレコードレコードをををを
含含含含むむむむ場合場合場合場合にはにはにはには、、、、元元元元ののののＩＤＩＤＩＤＩＤのののの保存保存保存保存がががが必要必要必要必要

�履歴（History）

�添付（Attachments）

�重複（Duplicates）

�元のデータベースからの更新データ

�同じレコードタイプ間で関連を行うための参照フィールドがある場合

“状態あり” レコードが ClearQuest で作成される時、レコードの ID は、論理データベース名と連
番で形成されます。

履歴レコードと添付ファイルはこのレコード ID で関連づけされています。

“状態あり” レコードをインポートすると、インポート先でレコードに新たな ID が割り与えられます。
論理データベース名が違うため、新しい ID は変わります。もし､論理データベース名が同じでも、
連番が異なってきます。そのため、履歴､添付､重複レコードをインポートする場合や、後で、元の
データベースからの更新データのインポートを行う予定がある場合には、レコードをインポート時
に元のIDを保存することが必要になってきます。



RCQ_Module1_Importing.ppt Page 5 of 36

5

Importing records into ClearQuest © 2007 IBM Corporation

IBM Software Group | Rational software

レコードレコードレコードレコードののののインポートインポートインポートインポートレコードレコードレコードレコードののののインポートインポートインポートインポート

セクションセクションセクションセクション

ここからのスライドでは、 ClearQuest を使用してのインポートについて説明します。
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ClearQuestClearQuestClearQuestClearQuest インポートインポートインポートインポートのののの例例例例

� 「状態なし」 レコードのインポート

� 「状態あり」 レコードのインポート

� 「状態あり」 レコードと関連するレコードのインポート

�履歴 （History）

�添付 （Attachments）

� 「状態あり」レコードを参照する「状態あり」レコードのインポート

� 重複情報のインポート

ClearQuest 7.0のインポートで必要となり得る､インポートに関するほとんどの例が､ここに示され
ています。以前のClearQuestバージョンでは ”状態あり” レコードを参照している“状態あり” レ
コードをインポートすることはできませんでした。これは、ClearQuest 7.0以降で改善されていま
す。

ClearQuestのインポートツールでは、元のＩＤが保存されたフィールドを選ぶことができますので
レコードを対応させることができます。

ClearQuestでは、”状態なし” レコード、“状態あり ” レコード、履歴、添付などの “状態あり” レ
コードと関連するレコード、“状態あり” レコードを参照する “状態あり” レコード、重複情報をイン
ポートすることが可能です。
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ClearQuestClearQuestClearQuestClearQuest インポートインポートインポートインポートのののの例例例例 （（（（続続続続きききき））））

� DefectTracking スキーマを基に作成された ClearQuestのサンプル
データベースのインポート

� Defectレコードは ｢状態あり｣レコードで､以下の｢状態なし｣レコードを
参照している

�顧客（Customer）

�プロジェクト（Project）

�ユーザー（Users）

� 参照フィールド、Related_records は他の Defect レコードを参照している

この例では、 ClearQuest の DefectTrackingスキーマを基に作成されたサンプルデータベー
スからエクスポートしたデータを使用します。この場合､顧客、プロジェクト、ユーザーのレコードを、
まずインポートします。

ユーザーをインポートする場合は、インポートツールではなく、ClearQuestユーザ管理を使用し
ます。これは、データをインポートするデータベースが他のスキーマリポジトリに属してる場合の
みに必要となります。

また、参照フィールドで他のDefect レコードを関連付けられるようになっているとします。
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ClearQuestClearQuestClearQuestClearQuest インポートインポートインポートインポートのののの例例例例 （（（（続続続続きききき））））

� 顧客（customer）レコードに逆参照フィード “Parent_defects”があり､defect
レコードを逆参照している

� “SAMPL00000043”は“SAMPL00000044”を“related_records”フィールドで
参照している

� Defect レコードに逆参照フィールド“parent_records” がある。この例では
“SAMPL00000043”が親レコード。

� “SAMPL00000006”は添付ファイルを持っている

� “SAMPL00000041”は“SAMPL00000042”の重複

さらに例として、顧客（Customer)レコードに”Parent_defects”とdefect レコードを逆参照している
逆参照フィールドがあるとします。その他にもここにあるようにいろいろな関係が存在するとし
ます。
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次次次次ののののステップステップステップステップ

�次からのスライドで、以下の順序でレコードをインポート：

�顧客（Customer）

�プロジェクト（Project）

�障害（Defects）

インポートするレコードのタイプについて、いろいろ例を見てきましたが、次からは実際のイン
ポートを行います。これからのスライドでは、レコードは､顧客レコード、プロジェクトレコード、
障害レコードの順でインポートされます。

ここでは、インポートする順序はあまり関係ありません｡この３つのレコードタイプは、
互いに参照していないからです。
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状態状態状態状態なしなしなしなしレコードレコードレコードレコードののののインポートインポートインポートインポート

�状態ありレコードのインポート

�インポート元のデータベースで使用されている ID とインポート先での
レコードの ID を一致させることはできない

�ID はシステムフィールドであり、上書きはできない

�最初に状態なしレコードをインポート

�状態なしレコードの一意のキーはインポート先でも同じなので元のＩＤ
を保存する必要なし

状態ありレコードをインポートする時、インポート元のデータベースで使用されているレコードID 
とインポート先のレコードID を一致させることはできません。なぜならば、ID はシステムフィール
ドであるからです。インポートツールのフィールドマッピング画面で、右側にあるインポート元の
フィールドと左側にあるインポート先のフィールドをマップすると、インポート元のフィールドの値を
インポート先フィールドに使用するということになりますが、ID フィールドはマップすることができ
ません。そのため、元の ID を保存するフィールドを確保する必要があります。

状態なしレコードでは、 ClearQuestはシステムフィールドを ID に使用しません。”一意のキー”
を指定することができ、それを上書きすることもできます。状態ありレコードのような ID を使用し
ないので、元の ID を保存する必要はありません。
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顧客顧客顧客顧客（（（（customercustomercustomercustomer））））レコードレコードレコードレコードののののインポートインポートインポートインポート：：：：

レコードタイ
プを選択

レコード
データの
インポート

インポートツールの最初のステップでは、インポートするため情報を提供します。

この例では、顧客レコードをインポートに使用しますが他の状態なしレコードでも同じです。

レコードタイプを選択して、どのデータをインポートするかを選び、そして既存のデータ更新情報
をインポートするかどうかを選択します。

次次次次へへへへ をクリックします。
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顧客顧客顧客顧客（（（（customercustomercustomercustomer））））レコードレコードレコードレコードののののインポートインポートインポートインポート：：：： ((((続続続続きききき))))

“入力ファイル名”
と “破棄データの
ログ” の場所を

選択

次のステップでは、インポートするデータタイプに対する設定を選択します。

インポートが失敗したレコードを格納するために、“破棄データのログ”を指定します。“破棄デー
タのログ”のファイルを修正して、失敗したレコードだけを再度インポートすることができます。

“入力ファイル名”と“破棄データのログ”のファイル名を選択して、”フィールド区切り文字 ” を選
びます。

そして、次次次次へへへへ をクリックします。
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顧客顧客顧客顧客（（（（customercustomercustomercustomer））））レコードレコードレコードレコードののののインポートインポートインポートインポート：：：： ((((続続続続きききき))))

状態フィールド列

重複

ステップ３/5では、インポートするデータファイルの情報を選択します。
状態なしレコードでは状態と重複がないので、“状態フィールド ”および重複の指定を行いません。
既存のレコードの上書きインポートの場合、一意のキーフィールドを、ClearQuest フィールド名と
して指定する必要がありますが、新規インポートの場合、このフィールドの指定は不要です。

次次次次へへへへ をクリックします。
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顧客顧客顧客顧客（（（（customercustomercustomercustomer））））レコードレコードレコードレコードののののインポートインポートインポートインポート：：：： ((((続続続続きききき))))

固有識別子を保存するためのClearQuest フィールドを指定しないと、このような警告メッセージ
が出力されます。

いいえいいえいいえいいえ を選びます。
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顧客顧客顧客顧客（（（（customercustomercustomercustomer））））レコードレコードレコードレコードののののインポートインポートインポートインポート：：：： ((((続続続続きききき))))

“インポート先
のフィールド”
が左側

“インポート元
のフィールド”
が右側

ステップ４/5では、 “インポート先のフィールド”と“インポート元のフィールド”のマッピングを選択し
ます。

正しく、フィールドをマップすることはインポートの成功のためにとても重要です。同じスキーマを
使用した ClearQuestデータベースからデータをエクスポートした場合には、フィールドラベルは
同じなので、フィールドは自動的にマップされます。

もしスキーマが同じフィールドラベルを持っていない場合、 “インポート先のフィールド”に対応す
る “インポート元のフィールド” を選択します。すべてのフィールドが正しくマップされていることを
確認しましたら、次次次次へへへへ をクリックします。
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顧客顧客顧客顧客（（（（customercustomercustomercustomer））））レコードレコードレコードレコードののののインポートインポートインポートインポート：：：： ((((続続続続きききき))))

最後のステップでは、入力した情報の一覧が表示されます。この情報が正しいかを確認します。

何件のエラーが検出されたらインポートを停止するかを指定することができます。デフォルトでは
25ですが、変更可能です。

インポートインポートインポートインポート をクリックします｡

顧客レコードにレコードがインポートされます。

プロジェクトレコードも同様にインポートします。他の状態なしレコードも同様のインポート方法と
なります。
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障害障害障害障害（（（（障害障害障害障害（（（（defectdefectdefectdefectdefectdefectdefectdefect））））レコードレコードレコードレコードののののインポートインポートインポートインポート））））レコードレコードレコードレコードののののインポートインポートインポートインポート

セクションセクションセクションセクション

このセクションでは、 ClearQuestでの障害（defect)レコードのインポート方法を説明します。



RCQ_Module1_Importing.ppt Page 18 of 36

18

Importing records into ClearQuest © 2007 IBM Corporation

IBM Software Group | Rational software

障害障害障害障害（（（（defectdefectdefectdefect））））ののののインポートインポートインポートインポート

� インポート ウィザードの使用

� レコードのインポート

�添付（attachments）のインポート

�履歴（history）のインポート

�重複（duplicates）のインポート

このセクションでは、インポートウィザードを使用して障害（defect) レコードのインポートをします。
レコード､添付ファイル､履歴レコードおよび重複情報のインポートの例を紹介します。
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障害障害障害障害（（（（defectdefectdefectdefect））））ののののインポートインポートインポートインポート

重複

レコード
履歴
添付

レコードタイプ

インポートツールの最初のステップでは、インポートの情報を指定します。

状態ありレコード、関連する履歴、添付レコードを同時にインポートすることができます。

レコードタイプとしてDefect を選択し、インポートするデータのタイプを指定します。この例では、
全ての３つのオプションが選ばれてます。

初めてレコードをインポートする時には、更新情報は ”いいえ” を選びます。
次次次次へへへへ をクリックします。
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障害障害障害障害（（（（defectdefectdefectdefect））））ののののインポートインポートインポートインポート：（：（：（：（続続続続きききき））））

履歴データ

添付データ

レコードデータ

ステップ２/5では、インポートするデータタイプに対する設定を選択します。
それぞれのデータについて、入力ファイル名、”破棄データのログ”、 “フィールドの区切り文字”の
全てを指定する必要があります。

インポートが失敗したレコードのために、“破棄データのログ”を指定します。“破棄データのログ”
ファイルを修正をして、失敗したレコードだけを再度インポートすることができます。

”フィールド区切り文字 ”はインポートファイルのフィールドを区切る文字です。 ”フィールド区切り
文字 ” として使用できる文字は､コンマ、セミコロン、パイプ、タブです｡
レコードデータ、履歴データ、添付データの、それぞれの設定が終わったら、次次次次へへへへ をクリックしま
す。



RCQ_Module1_Importing.ppt Page 21 of 36

21

Importing records into ClearQuest © 2007 IBM Corporation

IBM Software Group | Rational software

障害障害障害障害（（（（defectdefectdefectdefect））））ののののインポートインポートインポートインポート：（：（：（：（続続続続きききき））））

状態 フィールド
列

重複

元のID

ステップ３/5では、インポートするデータファイルの情報を選択します。
インポートのレコードで状態を含んでいるフィールドを選択します。この例では、障害(defect)レ
コードの“State” フィールドが状態フィールドです。

重複のオプションは選択しません｡ 重複レコードは別にインポートする必要があります。

レコードの更新情報のフィールド名を指定します。ここでは、レコードの元のＩＤを保存するフィー
ルドを指定します。それにより履歴（history)、添付(attachments)、重複(duplicates)と既存レ
コードの更新インポートが可能になります。

また､そのレコードタイプ自体を参照しているフィールドが存在している場合は､ 必ず元のID を指
定する必要があります｡ たとえば､Defect レコードタイプ間で親子関係がある場合などです｡

適切な値を選び、次次次次へへへへ をクリックします。
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障害障害障害障害（（（（defectdefectdefectdefect））））ののののインポートインポートインポートインポート：（：（：（：（続続続続きききき））））

Old_ID ID

ステップ４/5では、 “インポート先のフィールド” と “インポート元のフィールド”のマッピングを選択
します。

“インポート先のフィールド”の “old_id” または元のＩＤの格納用に作成したフィールドに対応する
“インポート元のフィールド”として”ID” を指定します。
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障害障害障害障害（（（（defectdefectdefectdefect））））ののののインポートインポートインポートインポート：（：（：（：（続続続続きききき））））

参照されたレコードの
元のＩＤ

状態ありレコードタイプを参照している “reference_list”や “reference” フィールドでは、参照先
のレコードタイプのどのフィールドに元のＩＤが保存されいるかを指定します。
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障害障害障害障害（（（（defectdefectdefectdefect））））のののの履歴履歴履歴履歴ののののインポートインポートインポートインポート

display_name

Old_ID

障害(Defect)の履歴レコードのインポートでは、”インポート元のフィールド”の “display_name”
と”インポート先のフィールド”の“old_id” をマップします。 “display_name”は履歴が関連付けら
れている元のＩＤを保有しています。
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障害障害障害障害（（（（defectdefectdefectdefect））））のののの添付添付添付添付（（（（attachmentsattachmentsattachmentsattachments））））ののののインポートインポートインポートインポート

old_id display_name

障害(Defect)の添付のインポートでは、”インポート元のフィールド”の“display_name” と”イン
ポート先のフィールド”の“old_id” をマップします。
マッピングが終了したら、次次次次へへへへ をクリックします。
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障害障害障害障害（（（（defectdefectdefectdefect））））ののののインポートインポートインポートインポート：（：（：（：（続続続続きききき））））

最後のステップでは、入力した情報の一覧が表示されます。この情報が正しいかを確認します。

何件のエラーが検出されたらインポートを停止するかを指定して、インポートインポートインポートインポート をクリックします。
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重複重複重複重複（（（（重複重複重複重複（（（（duplicatesduplicatesduplicatesduplicatesduplicatesduplicatesduplicatesduplicates））））ののののインポートインポートインポートインポート））））ののののインポートインポートインポートインポート

セクションセクションセクションセクション

このセクションでは、重複（duplicates）のインポートを紹介します。
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重複重複重複重複（（（（DuplicatesDuplicatesDuplicatesDuplicates））））

� レコードをインポート後に、重複(duplicate)をインポート

例）障害（defect)レコードをインポートしてから重複（duplicates)をインポート

最後に、重複情報のインポートを行います。基本のレコードをインポートした後に、重複情
報をインポートします。
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重複重複重複重複（（（（DuplicatesDuplicatesDuplicatesDuplicates））））

障害（Defect）

レコード データ

更新情報の
インポート

インポートツールの最初のステップでは、インポートするための情報を選択します。

レコードタイプとしてDefect、そしてインポートするデータのタイプを指定します。ここでは、レコー
ドデータのみを選びます。

今回は重複情報をインポートするので、ステップ３の”更新情報のインポート” で “はい” を選択し
ます。

次次次次へへへへ をクリックします。
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重複重複重複重複（（（（DuplicatesDuplicatesDuplicatesDuplicates））））

重複 （duplicates）
ファイルの選択

ステップ２/5では、インポートするデータタイプに対する設定を選択します。
重複情報を含むファイル duplicatesファイルを選択します。インポートが失敗した時のための、
“破棄データのログ”と”フィールドの区切り文字”も指定します。

次次次次へへへへ をクリックします。
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重複重複重複重複（（（（DuplicatesDuplicatesDuplicatesDuplicates））））

チェック
する！

id

元の ID

oldstate

ステップ３/5では、インポートするデータファイルの情報を選択します。
“状態フィールド列” ではoldstate を選択します｡
“重複のインポート” では “id” を指定します。
“レコードの更新情報のフィールド名”では”old_id”を指定します。

選択が終わりましたら、次次次次へへへへ をクリックします。
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重複重複重複重複（（（（Duplicates ））））

old_id dupid

ステップ４/5では、 “インポート先のフィールド”と“インポート元のフィールド”のマッピングを選択し
ます。

“インポート元のフィールド”の“dupid” と”インポート先のフィールド”の“old_id”をマップします｡
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重複重複重複重複（（（（DuplicatesDuplicatesDuplicatesDuplicates））））

最後のステップでは、入力した情報の一覧が表示されます。この情報が正しいかを確認します。
特に重複インポート情報を再確認します。

何件のエラーが検出されたらインポートを停止するかを指定して、インポートインポートインポートインポートをクリックしします。

これにより重複情報がインポートされます。重複をインポートした新しいデータベースのレコード
を見るとインポートした重複の関連はそのままであることが確認できます。
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まとめまとめまとめまとめ

� インポート順序の重要さ

� なぜ元のＩＤを保存するかの理解

�添付(attachments)や履歴(history)など関連ファイルの
インポート

�親・子関係レコードのインポート

�障害（defects）レコードのインポート

�重複（duplicates）レコードのインポート

これで、レコードをインポートする順序が重要であることをご理解いただけたことでしょう。

また､このモジュールでは、なぜ元のＩＤを保存する必要があるかについて説明し、関連レコード
のインポートについても順を追って説明しました。

このトピックに関しての詳細については、 IBM Rational ClearQuestヘルプを参照ください｡
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フィードバックフィードバックフィードバックフィードバック
IBM Education Assistant 向上のためのご意見・ご要望をお送りください。

いただいたご意見・ご要望は今後の参考にさせていただきます。

� このモジュールは参考になりましたでしょうか

� このモジュールによって問題を解決､または疑問にお答えできましたでしょうか

� 改善のためのご意見をお寄せください

以下をクリックしてeメールを送付ください:

mailto:iea@us.ibm.com?subject=Feedback_about_RCQ_Module1Importing_ja.ppt

IBM Education Assistant の向上のため､お客様のご意見・ご要望をお送りください。いただいた
ご意見・ご要望は今後の参考にさせていただきます。
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